
診断名 記号 状態

 現在歯 ／ 生えている歯
 要観察歯  C０ むし歯になりかけている歯

6 2 1 1 2 6  未処置歯  C むし歯（サホライドを含む）
E D C B A A B C D E  処置歯  ○ 治療した歯 1 健康 → １　むし歯はありませんでした
E D C B A A B C D E  要注意乳歯  × 抜いたほうがよい歯 　　/（現在歯）　・○（処置歯）のみ児童が該当します。

6 2 1 1 2 6  喪失歯  △ 抜けている歯
 先欠歯  欠 先天的に欠如している歯 2 要観察 → ２　経過を観察していく必要があります

　　むし歯になりかけの歯があった場合など。
  ゆ 　　　/（現在歯）・○（処置歯）の他にＣ０（むし歯になりかけの歯）

　 乳歯　　　　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ  過剰歯  過 正常歯数以上の歯 　　　がある児童が該当します。
永久歯　　１、２、３、４、５、６　・・　 　

3 要受診 → ３　むし歯がありました
現在歯数 生えている歯全部の総数 　　Ｃ（むし歯）がある
未処置歯数 むし歯の歯数
処置歯数 治療済み歯数 ・ ・歯磨きについて

 反対 下の前歯が上の前歯より前に出ている 良 … ・よくみがけています

　  前突 上の前歯が前に出ている 中 … ・だいたいみがけています

　  過蓋（かがい） 噛み合わせが深い 注意 … ・もう少し頑張りましょう

異常と判断した場合 　  開咬 奥歯を噛んでも前歯が閉じない
 交叉 奥歯が逆に噛み合っている ☆ 他 → ☆その他の気になる点があります。（歯科医院でご相談ください）
 そう生 歯が重なり合っている 　 　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
 他 ・以下に該当する園児は、健診医より保護者へ通知するよう指示が

 小帯異常   あった場合に〔　　　〕内へ内容を記入します。

　 ①上唇 上唇と歯ぐきをつないでいるすじが太い ①咬合所見・軟組織の所見・その他の所見・生活習慣要観察者欄で

異常と判断した場合  　②舌 舌の裏側のすじが短い 　　「なし」以外に○印または記載がある。

 歯肉炎 歯肉が炎症している ②下記（１）または（２）に該当する。
 他 　　（１）　極めて異常と判断し、歯科医院受診を要する場合
ゆ合歯　 　　（２）　生活習慣改善の必要性を保護者に伝えることで、良好な
先欠歯 　　　　　 状況を期待できる

過剰歯

要注意乳歯 ※　おとなの歯について

形成不全 エナメル質が正常に形成されていない 　　　・歯式欄永久歯の　１　または２　にチェックがあるがある場合

異常と判断した場合 歯石　  　　 石のように固まった歯の汚れ 　　　　　→「前歯が生えてきました」に〇印を記載。

着色歯　 歯に色がついている 　　　・歯式欄永久歯の　６　にチェックがある

咬耗 歯の先端がすり減っている 　　　　　→「第一大臼歯が生えてきました」に〇印を記載。

磨耗 歯が摩擦によってすり減っている 　　　

ステイン 歯に色のついた汚れ

 食習慣
生活習慣・環境改善の必要性が高い場合  習癖

 未治療
歯科医師の指示が必要と思われる場合  発音
保育園で事前に記入しておく  他

歯科医師が総合的にみて診断する
１　健康　　２　要観察　　　３　要受診　　☆　他
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